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当 局 説 明 

 

【第７回北陸地域連携プラットフォーム 平成27年6月9日(火)】 

 

項 目：人口減少時代における企業活力の維持・拡大について 

    ～北陸地域における女性の活躍と労働生産性の向上～ 

 説明者：財務省北陸財務局 総務管理官 岸山 敏浩 

 

 続きまして、「人口減少時代における企業活力の維持・拡大について」です。 

 今説明させていただいた中で、労働生産性、それから、女性の登用・活用といった

ことを申し上げさせていただきましたが、大体エッセンスは今申し上げたとおりでご

ざいます。それを少し分析したものがこの資料でございます。 

 表紙の一番下に、本資料は北陸地域連携プラットフォームにおける議論のために作

成したものであるということで、財務省、北陸財務局の公式見解ではなくて、このた

めに作らせていただいて皆様のご意見をいただきたいといった趣旨でございます。 

 資料１ページを御覧いただきますと、まずは、人口減少の影響で、四角で囲んであ

りますが、総人口の減少は、企業活動からみると、需要面、供給面の両面に影響を及

ぼすものと懸念されると。需要面では家計部門の消費減少による国内市場の縮小であ

り、供給面では労働者の減少によるＧＤＰの減少であります。これら供給懸念を解消

するための方策として、労働投入量の維持のほか、労働生産性の向上の２点につきま

して、北陸地域の実態と課題を探るといった、ちょっと大げさな形になっています。 

 ちなみに、皆様方に御案内のとおりですけれども、県内総生産、或いは国内総生産、

ＧＤＰを分解しまして、１つ目は全要素生産性、ＴＦＰと言いますが、それと、２つ

目が労働投入量、３つ目が資本投入量、この３つの要素に分解しております。そのう

ちの一つが労働投入量、これが減ればＧＤＰがマイナス方面にいくと。そういった中

でもＴＦＰに関わります労働生産性の向上策、例えば、技術革新だとか技術進歩によ

りまして生産性を上げられればＧＤＰが逆にプラスの効果がありますので、何とか経

済を保っていけるのではないかといったことで、まずは、労働投入量につきまして、

ここで考えてみたということでございます。 

 資料２ページは、20代、30代の女性がこの30年後、平成52年にどういう状況になる

のかということを試算したものですが、若年女性、約４割減少する見込み、半減以下

となる自治体も多数といったことです。赤の棒グラフが北陸全体の平均値で、マイナ

ス39.3。それより右側のほうがもっとそれ以上に減ります。増えるのは川北町と舟橋

村と、それぞれ石川、富山一つずつしか増えない、あとは全部減るといった中で、さ

て、どうやって女性の労働投入量を維持・確保するのかというのが資料３ページ以降

の話でございます。 

 資料４ページを御覧いただきますと、投入余力も縮小というのがありまして、北陸

は有業率が高い、仕事に就いている人が高い地域である。それは図表３でございます。
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１から11まで番号を振ってありますが、これは財務局があるところで、財務局毎にこ

れをみたところです。隣が東海、名古屋を中心とした東海地区、それから、首都圏中

心の関東地区、東北、中国という順になっており、全国平均が72.3％、その中で北陸

が76.6％ということで一番良いという状況です。これは平成24年の時点です。 

 右側の図表４が、そのうち常用労働者数等の推移ということで、右側にパート比率

というのがございます。直近の今年の３月の数字をみますと、全国のパート比率が

30.5％、北陸が24.4％であり、６ポイントほどパート比率が低いということは、正規

社員、正社員化に随分なってきているといったことが少しだけうかがえると思います。 

 資料５ページを見ていただくと、女性の投入量はどうなのかと言いますと、既に女

性投入量も相応である。ただし、活用余地は十分という形になっております。 

 図表５を御覧いただきますと、女性の有業率、先程は女性も男性も含めた有業率で

すが、女性だけに限った有業率をみましても、北陸は全国で一番で、70.4％。有業者

の女性比率、これは45.0％ということで４番目ですが、女性の正規職比率、これは

50.2％ということで、これも全国１位でございます。４番目の女性の管理職比率が、

これは有業者女性のうち管理的職業従事者の割合ですが、一番最低で0.49。さらに、

５番目の管理職の女性比率、管理的職業のうち女性の割合というのが、これが一番最

後で10.0％。それと、起業家の女性比率も12.2％ということで、全国平均よりも若干

高いですが、この４番と５番が極端に低いといった特徴がございます。 

 資料６ページを御覧いただきますと、女性の年齢階級別有業率でございます。 

 色で北陸と全国を分けていますが、現況では全国よりも北陸のほうが有業率は先程

申し上げたように高いと。黒いところが潜在的労働力率です。25歳から44歳で、よく

言われるＭ字型カーブですが、少なくとも台形型になれば非常に理想的ということで

ございます。全国よりも北陸が潜在的労働力との幅が狭いので、一定の余力も制限さ

れているといったことでございます。ここを上げることによって女性の登用による活

性化が期待されるのではないかということでございます。 

 資料７ページ、次に労働生産性の向上でございます。 

 労働生産性が黒の四角で囲んでありますが、「労働生産性＝県内純生産（付加価値

額）÷就業者（労働投入量）」といった式で考えております。 

 １つ目が、全国平均に劣り、第２次産業は低位ということで、これも各財務局毎に

並べた結果です。全産業、全県の平均で5.97、北陸が５番目で5.49です。１次産業は

全国で２番目に良くて1.55、２次産業が逆に悪くて5.15で８番、３次産業もやや悪く

て４番ではありますが、5.86といった数字が、この計算式の結果ということでござい

ます。 

 このうち、次の資料８ページを御覧いただきますと、第２次産業の労働生産性を、

製造業と建設業に分けてございます。いずれも労働生産性が全国よりも劣っているこ

とがおわかりいただけると思います。 

 その下の図表９でございますが、これは全国ベースの製造業の労働生産性でござい

ます。5.55というのは製造業、左の上のほうに、１人当たり100万円で5.55という数

字がございます。これは全国ベースです。この製造業の中をみますと、一番低いのが
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繊維の1.60、薄く網かけしているのはこの平均の5.55よりも低いものでございます。 

 そこで、次の資料９ページを御覧いただきますと、事例研究という形で、繊維産業

について、社団法人石川県繊維協会等による会員企業へのアンケート調査の結果です

が、単純請負業ではなく、他人依存度の低い自立化企業が全体の８割にとどまってい

ると。ただし、これまでの調査に比べると自立化が進んでおり、中でも、縫製業等々

で自立化率が向上していると。 

 下の図表10を御覧いただきますと、左から13年、22年、25年、こういった調査の時

期がありまして、その下に41.9、70.3、80.5と、これは自立化率です。自立化率自体

は上がってきております。商品管理、市場を意識した自主的商品開発によって差別化

が進行された結果、生産・受注に企業の意思が反映されたものと評価されてございま

す。 

 なお、この間の労働生産性について、全国をみますと、図表11になりますが、平成

13年と22年、24年に、100万円から160万に向上しております。 

全国と比較可能な従業者１人当たりの製造品出荷価額等をみますと、石川県は全国

に比べ上昇率が大きい。図表13を御覧いただきますと、黒が石川県で水色が全国でご

ざいます。右肩上がりで、上がり方は石川県のほうが高いといったことがうかがえま

す。 

 その一方で、依然として価格決定等に自主性を持った取引ができていない企業が約

２割存在しております。この石川県繊維協会では、今後の課題として、自立化度合い、

企画提案によって主体性のある操業度を高めて他人依存度を低める努力、そして、自

立化後の更なる収益力の向上、それは景況に左右されない事業づくりを掲げておりま

して、商品力の差別化への取組みが肝要であるとしてございます。 

 今、その製造業のうち繊維をみていただきましたが、次の資料10ページの非製造業

にも課題がございます。 

 非製造業もこの図表から、御覧いただきますと、中でもサービス業、卸・小売業の

労働生産性が全国平均に大きく劣って、その水準も低いといったことでございます。 

 この四角の中に書いていますが、全国的にもそういうことでございますけれども、

例えば、真ん中にあります大手外食チェーンですとか、或いは全国展開を行う洋食チ

ェーンなどでは、作業時間を半減できているといった事例も見受けられております。 

 最後、資料11ページでございますが、労働生産性の向上のための課題といったこと

でまとめさせていただいています。 

 商品力の差別化が不可欠でありますが、これは繊維に関わらず他業種にも共通する

課題なのかなと。それと、自社技術の更なる向上による自立化と市場化、企業集積、

連携による新たな技術創出のほか、女性の登用による市場開拓も期待されます。業務

工程の見直し・改善を不断に行う必要があるほか、女性の登用・活用によるきめ細や

かなおもてなしの向上等も期待されます。管理職としまして女性に活躍していただく

余地は、他の地域に比べてもっと余力があるということでございます。 

 資料12ページ、13ページは今説明させていただいたものをまとめて、10の提言にさ

せていただきました。 
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 時間を超過し申し訳ございませんでした。ありがとうございました。 

 


